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とを定義 し直 し,建築と他の分野(と りわけ
自動車に関する技術など)の急速な発展との




の関係 について多 くを論 じて いる。それ は極
めてラデ ィカル な方 向で,科 学技術,す なわ
ち高度 な機能 を もった機械装置 や環境調節設
備 が建築 にと って代 わるような状況 を扱 うも
ので あ った。 この典 型 的 な例 が`AHome
isnotaHouse'とい う論 考 であ り,当 時
(1960年代後半)の,ア ーキ グラムを は じめ
とす るバナム周辺 の建築家 たちが行 っていた
試 み と共 鳴する もので もあった。
『アー ト・イ ン ・アメ リカ』誌 に掲載 され
た この論考 において,彼 は 「標準型住居パ ッ
ケー ジ(Standard-of-LivingPackage)」と
い うアイデアを提 出 した。 それは,ひ とま と
ま りの機械設備 が人 間の生活 に必要 なサー ビ
スを提供する とい うものであ った。 この一 揃
いの機 械設備 によ って従来 の堅 固な シェルな
しで,身 体 的な危 険の回避 や快適性 の確保,
プライバ シーの保護 が可能 にな るとい う。 中
心に機 械装置があ り,居 住空 間は条件 に応 じ
て限定 され,ま た無 限に開放 され る。 ここに
はバナムのアメ リカの建 築に対す るは っきり
とした態度 と評価が窺 われ る。 アメ リカ は技
術的,文 化的な土壌 として,機 械化 された環
境技術 と建築の関係 が調 和的に構築 され る条
件がそ ろっていた。 ヨー ロ ッパの近代 建築の
主流 にお いて置き忘れ られ,適 切に取 り扱わ
れなか った機械に よる諸 々の環境技術の問題
が,ア メ リカの建築に関す るバ ナムの調査 ・
研究 によって見出 された。
バ ナムの ラデ ィカルな態度は,彼 の未来派












































題を取 り扱 うようにな り,その結果,そ れま
での建築 と全 く異なるものになった。真に新
しいと言える技術に支えられたバナム流の機
























現代のコテクス トで読み直 したとき,そ こに
はテクノロジーへの盲目的崇拝に対する懐疑
と建築家の職能に対する信頼が窺われるので
ある。
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